
現
在
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て
も
、
右
の
口
碑
を
実
証
す
る
証
拠
は
何
も
な
い
が
、
往
時
京
阪
で
は
ケ
シ
か
ら
採
取
す
る
阿
片
を
「
津
軽
」
と

称
し
た
こ
と
は
、
右
の
口
碑
の
真
実
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
京
阪
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
九
州
、
中
国
、
四
国
な
ど
西
日
本
に
お
け
る
文
化
年
間
以
前
の
ケ
シ
栽
培
の
記
録
は
、
著
者
の
こ
れ
ま

で
の
二
十
年
に
わ
た
る
調
査
に
よ
っ
て
も
探
索
で
き
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
日
本
に
お
け
る
ケ
シ
栽
培
の
研
究
に
は
、
津
軽
に
お
け
る
栽
培
の
実
証
が
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。

も
の
で
あ
る
と
い
う
。

（
２
×
３
）

著
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て
、
津
軽
に
お
け
る
ケ
シ
栽
培
の
歴
史
は
左
に
記
す
よ
う
に
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
が
上
限
で
あ
っ
た
。

（
１
）口

碑
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
へ
の
ケ
シ
の
渡
来
は
、
足
利
義
満
の
時
代
に
イ
ン
ド
方
面
か
ら
直
接
津
軽
の
地
へ
将
来
さ
れ
た

津
軽
の
阿
片
に
関
す
る
新
知
見

2 ］

繩
癖
垂
極
罹
識
蓋
蕊
一
存
暗
寿
禮
昭
和
五
十
八
年
二
月
二
十
八
日
受
付

松
木
明
知
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「
御
薬
御
用
」
「
阿
芙
蓉
取
せ
」
と
あ
る
か
ら
、
ケ
シ
の
栽
培
は
鑑
賞
用
で
な
く
、
「
阿
芙
蓉
」
の
採
取
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

明
確
で
あ
る
。
「
在
禽
へ
」
と
あ
る
か
ら
、
ケ
シ
が
一
ヶ
所
に
だ
け
限
定
さ
れ
て
植
栽
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
て
、
弘
前
近
郊
の
村
々
の
中
、

少
な
く
と
も
数
ケ
所
に
分
散
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
「
先
格
之
通
」
と
あ
る
こ
と
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
少
な
く
と
も
元
禄
三
年
（
ニ
ハ
九
○
）
以
前
に
も
ケ
シ
の
栽
培
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
容
易
に
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
か
ら
足
利
時
代
ま
で
は
年
代
に
相
当
の
隔
り
が
あ
り
、
元
禄
十
二
年
よ
り
以
前
の
ケ
シ
栽
培
の
記
録
の

発
見
が
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
著
者
は
、
こ
れ
よ
り
十
数
年
以
前
の
記
録
を
発
見
し
た
の
で
報
告
す
る
。

る
0

（
２
）

さ
ら
に
翌
十
三
年
（
一
七
○
○
）
に
は
、
「
南
袋
、
千
年
山
、
上
野
の
三
ヶ
所
の
御
菜
園
芥
子
花
盛
り
に
付
き
あ
ふ
よ
う
取
ら
せ
候
事
」
と
あ

っ
て
、
ケ
シ
の
植
栽
が
単
な
る
鑑
賞
の
た
め
で
は
な
く
、
あ
ふ
よ
う
、
つ
ま
り
阿
片
の
採
取
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ

３

（
４
）

弘
前
藩
日
記
を
整
理
分
類
し
た
永
沢
得
右
衛
門
の
『
津
軽
史
』
に
は
、
阿
芙
蓉
に
関
し
て
左
の
記
事
が
あ
る
。

元
禄
三
庚
午
年

一
、
六
月
一
日
御
薬
御
用
〈
阿
芙
蓉
取
せ
候
一
一
付
、
在
盈
へ
罷
出
候
御
坊
主
並
小
人
、
先
格
之
通
賄
可
申
付
趣
山
田
源
右
衛
門
へ
申
渡
之

（
２
）元

禄
十
二
年
九
月
南
袋
の
内
壱
町
歩
へ
芥
子
蒔
付
被
仰
付
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こ
の
記
録
に
よ
っ
て
、
津
軽
に
お
け
る
ケ
シ
植
栽
年
度
の
上
限
は
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
と
、
従
来
判
明
し
て
い
た
元
禄
十
二
年
（
一
六
九

九
）
を
十
六
年
も
棚
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

就
中
注
目
す
べ
き
点
は
、
天
和
三
年
当
時
、
ケ
シ
は
、
弘
前
の
承
な
ら
ず
、
近
郊
の
村
々
で
も
植
え
付
け
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
阿
片
の
採

取
は
、
弘
前
藩
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

阿
片
の
採
取
量
に
つ
い
て
染
る
と
、
六
月
五
日
と
十
七
日
の
二
日
だ
け
で
も
合
計
約
六
十
匁
、
約
二
二
五
グ
ラ
ム
ほ
ど
に
な
り
、
決
し
て
少

な
く
な
い
量
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
さ
ら
に
元
禄
三
年
以
前
の
記
録
を
採
索
し
て
ゑ
る
と
、
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
を
朔
る
こ
と
十
六
年
の
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）

２９

に
ケ
シ
が
植
え
ら
れ
、
阿
片
が
採
取
さ
れ
て
い
る
記
録
が
左
の
よ
う
に
披
見
さ
れ
た
。

一
、
阿
へ
ん
取
二
在
為
へ
遣
候
表
坊
主
四
人
、
手
伝
小
人
六
人
、
一
日
一
一
三
度
宛
逼
留
中
賄
可
申
付
旨
対
馬
万
右
衛
門
へ
申
度
之

一
、
六
月
十
七
日
阿
芙
蓉
正
味
弐
匁
九
分
弘
前
寺
社
方
、
同
正
味
三
拾
八
匁
九
分
在
を
よ
り
右
の
阿
芙
蓉
和
嶋
安
左
衛
門
、
相
坂
善
助
取

せ
之
候
由
注
進
之

一
、
阿
へ
ん
の
事

一
、
六
月
五
日

天
和
三
癸
亥
年

一
、
五
月
廿
九
日
や
か
ん
草
阿
芙
蓉

一
、
か
ら
す
扇
之
事
但
菜
と
花

（
５
）

略
弘
前
町
中
二
て
取
候
阿
芙
蓉
正
味
拾
七
匁
三
分
有
之
由
、
御
歩
行
目
付
和
嶋
安
左
衛
門
逢
坂
善
助
申
立
て
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今
回
発
見
し
た
記
録
は
、
ケ
シ
が
イ
ン
ド
か
ら
直
接
津
軽
に
将
来
さ
れ
た
と
い
う
口
碑
を
実
証
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
津
軽
に
お
け
る
ケ

シ
の
栽
培
の
上
限
が
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
も
十
六
年
も
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

し
か
し
天
和
年
間
と
足
利
義
満
の
時
代
と
の
間
に
は
、
ま
だ
二
百
余
年
の
空
白
が
あ
り
、
こ
れ
を
埋
め
る
新
史
料
の
発
見
が
期
待
さ
れ
る
。

（
６
）

こ
の
頃
弘
前
藩
で
は
江
戸
な
ど
か
ら
多
く
の
植
物
、
薬
草
な
ど
を
移
入
植
栽
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
ケ
シ
は
包
含
さ
れ
て
い
な
い
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

文
献

町
ロ
英
三
本
邦
産
阿
片
に
関
す
る
研
究
及
実
験
衛
生
試
験
所
彙
報
三
○
号
、
大
正
十
五
年

松
木
明
知
津
軽
の
医
史
津
軽
書
房
昭
和
四
十
六
年
一
五
五
頁

松
木
明
知
続
津
軽
の
医
史
津
軽
書
房
昭
和
五
十
年
五
九
頁

津
軽
史
十
二
巻
ゑ
ち
の
く
双
書
特
報
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
昭
和
五
十
七
年
三
月
二
三
三
頁

同
書
三
五
一
号
三
五
二
頁

同
書
三
三
四
号
三
三
九
頁

4
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